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復興を手伝うに当たって考えたこと



時を繋ぐ
• 人間は、環境との結びつきで生きている。 

• ex.「住めば都」結びつきが強いことが都となる 

• 津波が奪ったものは、「生命・財産」だけではない 

• 折り重なる記憶の多くが失われた



時を繋ぐ
西欧の街は人工物が中心

日本の街は自然と共生


「流された」と諦めるのは早計

残ったものを大切に

自然との関係性の再構築



持続可能性が重要



時代は「都市開発」から「まちづくり」へ

都市開発 まちづくり

目標 社会経済指標 愛着・誇り

事業の
性格

大規模・単一

単目的


単一効果のデザイン

小規模・複数

多目的


相乗効果のデザイン

事業の
主役 事業主体 住民

稼ぐまちづくり

稼ぐこと＝持続可能性



コンパクトな街 

歩いて暮らせる（歩いて楽しい）街 

ネットの普及→モノではなく体験（コト） 

　　　　→客数よりも客単価 

　　　　→魅力ある空間づくり



街をつくるのは交通（車・人の流れ）と産業



人口減少時代の到来により， 

渋滞混雑緩和のための交通分散施策から 

地域価値維持のための交通集中へのパラダイムシフト

交通集中がなければ街の持続可能性は担保されない



復興を手伝うに当たって考えたこと
•時を繋ぐ（自然との関係性の継承） 

•持続可能性のある街 

•コンパクトで魅力ある街 

•歩いて暮らせるor歩いて楽しい街 

•交通集中によるポテンシャル担保



まちづくりのこれまで



計画レベルの原案 2012年12月時点の案



二つを一つに・逆順 2つあった中心街を集約



生活軸・眺望軸の導入 自動車の生活動線を一本に集中

全ての住宅地に眺望軸



生活軸の導入 

・街路型開発
自動車の生活動線を一本に集中

そこに歩行者空間をつなげ駐車場
で囲む

街路を中心にイメージを作る



自主的な景観づくり 街は公共空間だけでできているわけではない



協調による 

使い勝手の向上
街は公共空間だけでできているわけではない



女川のまちづくりの特徴
• 工（住）→商→住という順番 

• 二つの中心街を一つに（コンパクト化） 

• 空地リスクを町が負担＆徹底した申し出換地 

• 生活軸の導入（交通の集中） 

• 眺望軸の導入（海が見える街＝自然との関係性継承） 

• 街路型開発 

• 主体的なまちづくり



都市景観大賞 

国土交通大臣賞受賞
「しつこいとも思える質の追求」
（by 高見先生）




こうしたことは，表面的な話でもある



女川まちづくりの本質
• 壊滅的な被害から，もう一度，

愛する「女川のために」，借金
背負ってでも再興すると「覚
悟」を決めた町民の「強さ」 

• そういう若い衆をきっちり支え
る重鎮 

• そうした前向きな空気が新しい
「覚悟」を持った人を呼び込み
好循環を生む
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